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6月定例会の報告
　6月3日から24日まで、平成28年第３回下呂市議会定例会が開催されました。初日に

は就任後初めてとなる服部市長の所信表明が行われました。一般質問には12人の議員が

登壇し、それぞれに市政をただしました。最終日には服部市長の韓国出張問題などに対す

る問責決議が提出され賛成多数で可決されました。

上程議案と審議結果

◎全会一致で可決された議案　【市長提出議案】
議　　　　　　　案　　　　　　　名 審 議 結 果

人権擁護委員候補者の推薦について

可　決
（全会一致）

　　井上和美さんを人権擁護委員候補者として推薦

下呂市公平委員会委員の選任について   全３件
　　田口則夫さん、曽我博男さん 、西田孝之さんを公平委員会委員として選任

財産の取得について
　　行政ネットワーク機器を購入

財産の取得について
　　地方公共団体情報セキュリティ強化対策機器を購入

市道の路線変更について
　　一般県道落合飛騨小坂停車場線の一部が移譲となるため、市道の路線を変更

下呂市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例及び下呂市消防団員等公務災
害補償条例の一部を改正する条例について
　　傷病補償年金と同一の事由により、厚生年金保険法による障害厚生年金等が併給される場合の調整率を変更

下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について
　　介護認定調査員、介護支援専門員、保育園嘱託医師・嘱託歯科医師の報酬の支給方法及び額の規定方法を改めるもの
下呂市農業研修生宿泊施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
　　馬瀬水木教員住宅を農業研修生の宿泊施設として活用するための条例改正
下呂市農林漁業研修施設条例の一部を改正する条例について
　　公の施設見直し方針に基づき、桜洞集会所を桜洞区に譲与するための条例改正　
財産の譲与について
　　桜洞集会所を桜洞区に譲与するもの

平成 28 年度下呂市一般会計補正予算（第２号）
平成 28 年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）
平成 28 年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第１号）
平成 28 年度下呂市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
平成 28 年度下呂市下水道事業特別会計補正予算（第１号）
平成 28 年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第１号） 
平成 28 年度下呂市水道事業会計補正予算（第１号）
平成 28 年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第１号）
平成 28 年度下呂市立金山病院事業会計補正予算（第１号）
　　4 月定期異動に伴う職員給与費・共済費・退職手当組合負担金の補正　他（P8 参照）　

星雲会館耐震補強工事（建築）請負契約の締結について
　　星雲会館耐震補強工事（建築）の請負契約を金子工業株式会社と締結

平成 28 年度下呂市一般会計補正予算（第３号）
　　萩原南中学校統合改修事業の補正　他
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◎報告案件
議　　　　　　　案　　　　　　　名

平成 27 年度下呂市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
　　平成 27 年度一般会計予算の翌年度繰越額 341,699,000 円を報告

議　　　　案　　　　名

議　　員　　名

審 議 結 果
尾
里
　
集
務

中
島
ゆ
き
子

田
中
　
副
武

今
井
　
政
良

今
井
　
政
嘉

各
務
　
吉
則

宮
川
　
茂
治

中
島
　
博
隆

伊
藤
　
嚴
悟

一
木
　
良
一

吾
郷
　
孝
枝

中
島
　
新
吾

中
島
　
達
也

中
野
憲
太
郎

①
平成 28 年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正
予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
　
　
　   
長

可　決
（賛成多数）

　　4 月定期異動に伴う職員給与費・共済費・退職手当組合負担金の補正　他

②
下呂市長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例
について × ○ ○ × × × × × × × × × × 否　決

（賛成少数）
　　韓国儒城区訪問の一件を踏まえ、市長給与を減額するもの

③
服部秀洋市長に対する問責決議について

○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
（賛成多数）　　詳細はＰ９参照

④
ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求める請願

× × × ○ × × ○ × × × ○ ○ × 不採択
（賛成少数）　　国会決議に違反するＴＰＰ承認案を撤回し、関連法案を廃案にする

○…賛成　×…反対◎賛否が分かれた議案　【①②は市長提出   ③は議員提出   ④は請願】

市道に移譲される小坂駅前の県道 農業研修生宿泊施設として利用される水木教員住宅（馬瀬）

　

６
月
20
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
２
議
案
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

『
下
呂
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の

公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
及
び
下
呂
市
消
防

団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
』
で
は
、
委
員
か
ら
調
整
率
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら
は
「
公
務
災
害

補
償
に
よ
る
傷
病
補
償
年
金
が
同
じ
事
由
に
よ
り
厚

生
年
金
が
併
給
さ
れ
る
場
合
に
、
傷
病
補
償
年
金

の
部
分
を
減
額
す
る
の
が
調
整
率
で
す
。
今
回
０
・

８
６
か
ら
０
・
８
８
に
上
が
っ
て
お
り
、
減
額
分
が

多
少
緩
和
さ
れ
た
と
解
釈
し
て
く
だ
さ
い
」
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

『
下
呂
市
非
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
』
で
は
、
「
一
般
質
問
で
も
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
待
機
者
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回

改
定
で
優
先
入
所
判
定
委
員
会
委
員
を
削
る
理
由
に

つ
い
て
」
の
質
問
に
「
平
成
27
年
度
介
護
保
険
制
度

改
正
に
伴
い
、
各
施
設
で
入
所
検
討
委
員
会
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

以
上
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
２
議
案
は
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
２
議
案
を

可
決
す
べ
き
も
の
に

総
務
教
育
民
生

常
任
委
員
会
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６
月
21
日
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
４
議
案
及
び
請
願
１
件
に
つ
い
て
委

員
会
を
開
催
し
審
査
を
し
ま
し
た
。

　

『
下
呂
市
農
業
研
修
生
宿
泊
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
』
は
、
馬

瀬
水
木
教
員
住
宅
を
、
農
業
研
修
生

の
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の

条
例
改
正
で
す
。
委
員
か
ら
は
、「
他

の
地
域
に
も
使
用
し
て
い
な
い
教
員
住

宅
は
あ
る
が
」
と
の
質
問
に
「
焼
石
や

菅
田
に
も
こ
う
い
っ
た
教
員
住
宅
が
あ

り
、
今
後
教
育
委
員
会
と
も
協
議
し
な

が
ら
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

 

『
下
呂
市
農
林
漁
業
研
修
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
』

『
財
産
の
譲
与
に
つ
い
て
』
は
、
桜
洞

集
会
所
を
平
成
28
年
７
月
１
日
付
で

桜
洞
区
に
譲
与
す
る
も
の
で
す
。
委
員

か
ら
「
譲
与
さ
れ
れ
ば
改
修
は
地
元

が
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
大
規
模

改
修
を
す
る
場
合
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
補
助
金
の
対
象
額
は
」
と
の
質
問
に

「
50
万
円
以
上
で
す
」
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
桜
洞
区
か
ら
譲
与

前
に
蛍
光
灯
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
更
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
が
対
応
で
き

な
か
っ
た
の
か
」
と
の
質
問
に
「
桜
洞

集
会
所
の
蛍
光
灯
は
、
現
状
使
え
る
も

の
で
、
機
能
が
損
な
わ
れ
た
も
の
で
は

な
い
の
で
ご
理
解
い
た
だ
い
た
」
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
議
案
４
件
は
全

て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
協
定
を
国
会
で
批
准
し
な
い
こ
と

を
求
め
る
請
願
」
は
、
賛
成
少
数
で
不

採
択
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

付
託
さ
れ
た
４
議
案
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
に

請
願
１
件
は
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
に

付
託
さ
れ
た
10
議
案
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
に

産
業
経
済
常
任
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

　

６
月
22
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、
付

託
さ
れ
た
10
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た

結
果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。
補
正
予
算
の
主
な
も
の
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

　
一
般
会
計　

補
正
額　
　
　
　

１
億
９
０
０
１
万
円

補
正
後　
　

２
２
０
億
４
７
７
０
万
円

９
特
別
会
計　

補
正
額
（
６
特
別
会
計
）　

２
１
５
万
円

補
正
後　
　

１
２
７
億
９
５
７
３
万
円

　
　３

企
業
会
計　

補
正
額　
　
　
　
　
　

１
１
２
１
万
円

補
正
後　
　
　

２
１
億
５
２
９
０
万
円改修されるわかば子ども園調理室

桜洞区に譲与された桜洞集会所

一
般
会
計
補
正
の
主
な
も
の

◎
保
育
園
給
食
施
設
改
修
工
事
及
び
給

食
備
品
購
入
費（
わ
か
ば
子
ど
も
園
）

 

２
６
４
１
万
円

◎
保
育
園
通
園
バ
ス
購
入
費（
た
け
は

ら
こ
ど
も
園
）	

　
　 

８
４
５
万
円

◎
結
婚
支
援
対
策
事
業
　
４
９
万
円

◎
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
助
成
事
業

 

２
８
万
円

◎
市
立
老
人
ホ
ー
ム
・
介
護
関
連
施
設

整
備
事
業（
金
山
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
）

 

１
０
７
８
万
円

◎
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
個
人
番
号

制
度
に
伴
う
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

 

２
４
３
３
万
円

◎
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
保
全
対
策
事
業

（
馬
瀬
地
域
雪
害
倒
木
処
理
）

 
２
７
４
６
万
円

◎
森
林
環
境
学
習
事
業
　
１
９
万
円

◎
林
道
改
良
事
業（
椹
谷
林
道
）

 

９
１
８
万
円

◎
財
政
調
整
基
金
の
繰
入

 

２
億
２
０
０
０
万
円
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庁
舎・振
興
事
務
所

整
備
、旧
下
呂
温
泉

病
院
跡
地
等
活
用

検
討
特
別
委
員
会

　

６
月
22
日
、
庁
舎
・
振
興
事
務
所
の

整
備
と
、
旧
下
呂
温
泉
病
院
跡
地
の
計

画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
庁

舎
・
振
興
事
務
所
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
の
事
業
計
画
と
進
捗
状
況
及
び

各
施
設
の
予
算
、
市
行
政
の
組
織
再
編

計
画
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

旧
下
呂
温
泉
病
院
跡
地
な
ど
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
地
域
再
生
計
画
の
全
体
構

想
に
お
け
る
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
両
面
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
担
当
部
局
か
ら
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

29年度から下呂振興事務所が入るため
改修される下呂市民会館1階事務室

服部秀洋市長の問責決議を賛成多数で可決

服部秀洋市長に対する問責決議

　服部市長は、就任後の２カ月間に韓国出張問題と広報紙問題を引き起こした。その行いは軽率
で思慮がなく、市長としての自覚を欠いたものであると判断せざるを得ない。
　韓国出張問題の新聞報道等により、市民の間に様々な憶測が生まれ、市外からも多くの不安と
心配の声が寄せられた。　
　さらに議会に対し、韓国出張に関する報告は一切なく、６月定例会に至るまで、その事実は知ら
されなかった。
　そのため、６月定例会では議員の一般質問で、また会期中に開かれた総務教育民生常任委員会、
産業経済常任委員会、予算特別委員会において服部市長の行いと考えを問いただした。その中で、
市長自ら認めた飲酒の事実、軽率な行いや市長不在時の危機管理に対する認識の甘さが明らかに
なった。
　就任後の２カ月間は、公約実現に向けた政策立案に新市長として職員と一緒に取り組まなければ
ならない極めて大切な期間であった。しかし、市長はこの期間に韓国を訪問し、市長自らの軽率な
行いによって市政を著しく停滞させ、市民・市職員に混乱をもたらした。
　議会は、今後の下呂市発展のため、これらの問題を看過することができない。よって服部市長に
猛省を求め、市政の最高責任者としての責任を問うものである。

１．服部市長は、今後、市長としての自覚を堅持し、慎重で思慮深い言動をとること。

２．服部市長は、自らの公約である市民とともに歩む姿勢を堅持し、市民、住民活動組織、業界団
体、市職員、　議会等と連携・協力して、市政を運営するとともに、今回の韓国出張のような独
断専行はしないこと。

３．服部市長は、選挙公約の実現に向けた取り組みを誠実に進めること。

　下呂市議会は、服部秀洋市長に対し以上の事項を遵守されることを強く求める。また、市民の付
託を受けた市議会として、今後の市長の市政運営をしっかりと監視するものである。以上決議する。

　平成 28 年６月 24 日
下 呂 市 議 会　　

　定例会最終日に服部秀洋市長に対する問責決議が、提出者4番今井政良議員と10名の賛成議員に
より提出され、賛成多数で可決されました。

首長や議員の不適当な発言や言動に対し、ふさわしくない、または責任を問う必要があ
ると議会が判断した場合に提出される。過半数で可決されるが、法的拘束力はない。問責決議（もんせきけつぎ）とは




